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✦古い骨（化石）に残された分子の情報を得る．

✦骨のタンパク質からどんなワニがいたがわかる．

✦過去のワニの生物地理をタンパク質の情報も
使って明らかにする．

骨の中のコラーゲンによる

ワニ類の同定方法

～化石への応用からわかる過去の生物地理
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●ワニはどこに住んでいるだろう？

かつてはもっと広い場所に生息していた．
環境変動や人間の活動の影響で生息地が減少した．日本近辺では中国にヨウスコウワニ（Alligator 
sinensis）が生息しているが，化石の証拠から日本やタイにもアリゲーター科がいたことは明らかで
ある．マレーガビアルやインドガビアルの仲間（日本のマチカネワニなど）も発見されている．

図２．ヨウスコウワニの生息地域と遺跡の記録
（新石器時代；1万年～7000年前）

Obtained from Molly Ebersold of the St. 
Augustine Alligator Farm 

奄美大島1852年記録 Nagoe (1984)

イリエワニ（Crocodylus porosus）
1852年奄美大島に流れ着いた記録あり．
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３０００年前の地層から見つかっ
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日本で見つかった更新世の

全長7 mのワニ

●頭以外の骨ではどのワニかを同定するのは, ちょっとむずかしい.

骨の中のコラーゲン1型のアミノ酸配列は種によって
異なる．動物考古学のZooMSの手法で同定したい．
特定の配列で切る酵素を用いた質量分析により，種の特徴としての「ピークのスペクトル」が現れる．

©Sawafuji and Tsutaya, 2020.
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比較するために現生のワニ類のデータ
ベースが必要．
ワニ類の骨を集めて分析を行った．
OMNH；大阪市立自然史博物館、THNHM；タイ国立自然史
博物館 IC；飯島正也個人標本 HoUM；北海道大学総合博
物館

（左表）質量分析の結果
最大１００ピーク（ピークの強さ順）のうち，特異
的なピークの数をカウントした．ヨウスコウワニが
３種のうちでは最も特異的なピークが多いことが分
かった．

考古遺跡のワニ（約８０００年前）から，ヨウスコウワニに特徴的なピークと共通するピークが見られた．またそれら
のピークのペプチド断片のアミノ酸（LC-MSMS分析の結果）も現生のものと同じ配列であることが分かった．

→古い試料にコラーゲンが残っていて，現生と比較比較の結果同定することができた．

●これからやりたいこと．

世界中の今生きているワニのコラーゲンデータを集めて，
遺跡や化石など古いワニの骨の「かけら」から同定する．
当時どんなところにどんなワニが住んでいてどんな進化
をたどったのか，明らかにしたい．
鳥類や哺乳類のタンパク質を用いた研究は動物考古学で行われている．ワニ類は環境変動の影響を受けやすいうえ，
駆除対象となるなど人為的な影響を受けやすい．これまで同定できなかったワニ類の骨をこの手法で調べることで，
正確にワニの昔の分布や環境変動を知る手がかりが得られる．

★ そのために解決しなければならない問題点．

どんな条件の保存環境のどんな骨であれば化石の骨の中にもコラーゲンが残るのか
は，まだわかっていない．
・もしも1億年タンパク質が残るのであれば，恐竜の時代の化石からタンパク質の情報を取り出せるかもしれない．

しかし，長い年月で分解されたり，変性していることが予測されるので実際結構むずかしい．

Alligatoridae Crocodylidae Gavialidae
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図１．東部アジアのワニ類の化石記録（新第三紀と更新世の記録）
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